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１．目的 

 本研究は、体育会系及び人間教育という枠組み

に由来する「集団主義」などによって、抑圧を受

けてきた自己の解放や自己呈示が学生アスリート

から行われ始めたことを起点として、日常場面に

おいて学生アスリートはどのように自己呈示して

いるのか、「らしさ」の利用や払拭など、振る舞い

の実践を調査することを通して、彼らの多様性を

明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

１）対象者： 筑波大学の体育会部活動に所属

する学生 10人 

２）調査方法：半構造化インタビュー 

 

３．結果と考察 

１） 体育会系と学生アスリート 

大学生アスリート自身が持つ「体育会系」へ

の印象としてプラスとマイナスの両側面が語

られたが、マイナスの印象においては、「絶対

服従」「とりあえず言ったことを聞く」「自分以

外の他者から決められて」などの言葉が並び、

根幹に「受動的」という要素があった。それと

対照的な存在として、「学生アスリート」が語

られ、「自発的に」「自ら行動を選択」など「能

動的」で良い印象が一貫してあることが分かっ

た。 

２） 大学生アスリートの日常 

大学生アスリートは、本来、自身が所属する

スポーツコミュニティを中心として、体育会系

的な性質を逸脱することのない狭いコミュニ

ティ内を生きており、彼らの日常はその内側で

完結していた。 

３） コンプレックスと反発 

そんな中で、閉鎖的な本来のスポーツコミュ

ニティから、外のコミュニティへと積極的に踏

み出していく大学生アスリートたちの存在が

みられた。その要因は２つあり、1 つは、スポ

ーツや体育会系的な性質を逸脱することのな

い閉鎖された日常の中で生きること、それによ

って自分自身が他の領域に対して無知であり、

スポーツのみの一面的な人間になるというこ

とに対するコンプレックスが存在したためで

あった。もう 1 つは、体育会系という枠組み

にはめられること、またそれによって自己を抑

圧されたり、自己をその括りで断定した見方を

されることへの反発が存在したためであった。 

 

４．結論 

 総じてみると、大学生アスリートにとって、ス

ポーツコミュニティの内側つまり「日常」とその

外側という構造の中で、「閉鎖的な日常の外へ出て

いくこと」それ自体が「らしさ」払拭の発露だっ

たと言える。多様性の拡がりは、内側からの脱出、

言い換えれば、体育会系という枠を脱し、自己を

解放する大学生アスリートたちの実践であった。 
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